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RNIPαによるVOC原位置浄化工法
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RNIPα還元的脱塩素反応のしくみ

RNIPαスラリー状 RNIPα粒子構造

■RNIPα粒子は活性炭の表面と細孔に、RNIP（ナノ鉄粉）が担持されている複合粒子。

■RNIPαは活性炭による吸着機能と、RNIPによる還元反応機能の2つの機能。

■RNIPαはナノ鉄粉と接触するTCEの直接的な還元的脱塩素反応と、活性炭による電子伝播と

水素のスピルオーバー効果により、ナノ鉄粉と接触していないTCEへの間接的還元的脱塩素

反応も起こり、エチレンまで比較的速く変換。

ナノ鉄粉還元＋活性炭吸着機能
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500L希釈ミキサー
所定濃度に希釈

パッカー剤(珪酸ｿｰﾀﾞ，瞬結剤）ミキサー
グラウトポンプ

RNIP，パッカー剤

流量計

ボーリングマシン
RNIP，パッカー剤の注入

瞬結剤

珪酸ソーダ

1,500×800×1,395

565 kg,  5.5 kW 

1,500mm

RNIP スラリー

薬液注入工法によるRNIPα注入施工ヤード

機械とプラントがコンパクトなので狭隘の場所でも施工可能。
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①ロータリー式ボーリングマシンで汚染している深度まで削孔。

②２重管ボーリングロットから瞬結溶液型水ガラスを一次注入としロッド周辺にグラウトパッカーを形成。

③同一深度でRNIPαスラリーを二次注入とし汚染対象土壌にアプローチ。

④1step/50cmのステップアップ方式で汚染対象土壌を浄化。

薬液注入工法によるRNIPαの施工方法

注入範囲のイメージ
※施工本数は土質により変動する
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RNIPαの浄化能力
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環境基準値1000倍以上のTEC汚染を短期間で濃度低減
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RNIPαの浄化実績
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第2世代RNIPα

第１世代RNIP・第２世代RNIPα 浄化実績１５１件
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まとめ

★低コスト
掘削除去工事の１/３以下

★省スペース
１００㎡程度で狭隘なスペースでも施工可能

★高濃度汚染・短期間
環境基準値１０００倍以上の高濃度汚染も短期間で浄化

★SDGｓ
CO２排出量が掘削除去工事の１/４程度と低環境負荷
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